
8
 

7

解
答
作
成
の
際、

句
読
点
・

カ
ッ
コ
は
字
数
に
含
め
る
こ
と。

6
 

5
 

監
督
者
の
指
示
が
あ
る
ま
で、

こ
の
冊
子
を
開
い
て
は
い
け
な
い
。

こ
の
冊
子
は
問
題
用
紙
(
-

三
頁）
・

解
答
用
紙
（
三
枚）

か
ら
な
っ
て
い
る。

落
丁
・

乱
丁
お
よ
び
印
別
が
不
鮮
明
な
箇
所
が
あ
れ
ば、

手
を
あ
げ
て
申
し
出
る
こ
と。

解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
箇
所
に、

縦
書
き
で
記
入
す
る
こ
と。

試
験
開
始
後
六
0
分
を
経
過
し
な
い
と
退
室
で
き
な
い
。

ま
た、

試
験
終
了
前
一

0
分
間
は
退
室
で
き
な
い
。

退
室
す
る
と
き
は、

手
を
あ
げ
て
申
し
出
た
上
で、

試
験
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と。

な
お、

解
答
用
紙
は
机
上
に
置
き、

そ
の
上
に
試
験
監
督
者
が
配
付
す
る
用
紙
を
重
ね、

問
題
冊
子
は
持
ち
帰
る
こ
と。

4
 

3

解
答
用
紙
す
べ
て
に
受
験
番
号
・

氏
名
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と。

2
 

1

机
上
に
受
験
票
を
提
示
し
て
お
く
こ
と。

〔
注

意〕

令
和
三
年
度

公
共
政
策
学
部

学
校
推
薦
型
選
抜

小
論
文



次
の
文
章
を
読
ん
で、

あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

〔
六
0
点〕

-1

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-2-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-3-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



＊ ＊ 
注

対
象
と
な
る
現
象
が
発
生
す
る
現
場
に
出
向
い
て
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
う
こ
と
を
指
す。

本
文
の
場
合
は
主
に
精
神
科
病
院
に
お
け
る

観
察
や
聞
き
取
り
の
こ
と
で
あ
る。

ミ
シ
ェ
ル
・

フ
ー
コ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・

歴
史
学
者
で
あ
る。

初
期
か
ら
中
期
の
主
著
に
『
臨
床
医
学
の
誕
生」、
『
狂
気
の
歴

史』、
『
監
獄
の
誕
生』

な
ど
が
あ
る。

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
歴
史
文
書
か
ら
日
常
に
も
立
ち
現
れ
る
権
力
の
形
式
を
読
み
解
き、

-4-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



問 問

そ
れ
は
な
ぜ
か
説
明
し
な
さ
い
。

ま
た、

こ
う
し
た
精
神
科
病
院
の
存
在
を
あ
な
た
は
ど
う
評
価
す
る
か。

病
院
の
内
部
だ
け
で
は
な
く、

即
し
て
説
明
し
な
さ
い
。

0
0
字
以
内）

＊ 

そ
れ
が
医
療
や
収
容
施
設
の
あ
り
方
を
規
定
し、

ま
た
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
う
ち、

現
場
の
関
係
者
と
業
務
や
生
活
を
と
も
に
し
な
が
ら
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
手
法
の
こ
と
を
指
す。

（
出
典）

村
上
靖
彦
『
仙
人
と
妄
想
デ
ー
ト
す
る

本
文
中
に
「
社
会
的
入
院」

と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る。

そ
の
意
味
を
ま
と
め
る
と
と
も
に、

そ
れ
が
現
在
も
続
く
理
由
を
本
文
に

精
神
科
病
院
で
は
看
護
師
が
誠
意
を
も
っ
て
患
者
に
接
し
て
も、

管
理
的
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
筆
者
は
述
べ
て
い
る
が、

社
会
的
な
動
向
も
視
野
に
入
れ
て
論
じ
な
さ
い
。
（
七
0
0
字
以
内）

た
だ
し、

出
題
の
都
合
上、

原
文
を
一

部
変
更
し
た。

ー
看
護
の
現
象
学
と
自
由
の
哲
学』

二
0
一

六
年、

人
文
書
院。

-5-





図2 衆議院議員総選挙における年代別投票率の推移

1� 已0代 →← 30代 →一40代 -+-50代 --l1r-60代 -0-70代以上 —--—全体 I
90% 

80% 

70% 

60% 

冊
必廠

5 0 % 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 
1996年 1998年 2000年 200彩F 2005年 2009年 2012年 2014年 2017年

総選挙の実施年

（出典） 総務省「衆議院議員総選挙年齢別投票率調」をもとに作成。 ただし、 出題の都合上、 一部変更した。

（注） 1 . 2017 年総選挙における 18·19 歳の投票率はここでは割愛している。

2. 以上の年代別の投票率は、 全国の投票区の中から抽出された一部の投票区での調査結果にもとづく。

（単位：儲円）
600,000 

500,000 

400,000 

300,000 

200,000 

100,000 

図3 社会保障予算に占める政策分野別支出の推移

1� —高齢-e-家族 ー豆失業 I

邑_,....,.�_,.... _-I量—,塁.... 叫a.,.. _ -----• —----•--11ー一曇·--m--+--■--憂--•--心—一●ー一心

釘翌虐訊炉苔唸勾切唸りな衣亙ぷげぷ芯訊芯尻尻&�衣
（出典） 国立社会保障・人口問題研究所「2017 年度社会保障費用統計」データをもとに作成。 ただし、 出題の都

合上、 必要な政策分野のみを取り出した。

（注）t ここで示した 3 つの政策分野（高齢・家族・失業）は、 国立社会保障・人口問題研究所が OECD の定義
にもとづいて、 各種分野の日本の予算を再集計したものである。

2. 「高齢」には、 主に年金や介護等に関する予算、「家族」には、 主に出産・育児・子どもへの手当、 就学
前の教育や保育に関する予算、「失業」には失業給付（雇用保険等）や扉用促進に関する予算がそれぞれ
含まれている。
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次
の
文
章
を
読
ん
で、

あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

〔
六
0
点〕

-8-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-9-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-10-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-11-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



（
出
典）

ダ
グ
ラ
ス
・

ラ
ミ
ス
「
憲
法
と
安
保

『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』

朝
日
新
聞
社、

二
0
二
0
年
五
月
号
（
通
巻
三
六
0
号）
。

た
だ
し、

出
題
の
都
合
上、

原
文
の
一

部
を
変
更
し
た。

異
な
る
『
押
し
つ
け』

の
構
図

双
方
を
支
持
す
る
矛
盾

背
後
に
あ
る
心
理
は
」

-12-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



問 一
参
考
資
料】

＊
日
本
国
憲
法

第
九
条

日
本
国
民
は、

正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し、

国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と、

武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は、

国
際

紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は、

永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る。

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め、

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は、

こ
れ
を
保
持
し
な
い。

国
の
交
戦
権
は、

こ
れ
を
認
め
な
い。

＊
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
日
米
安
全
保
障
条
約）

第
五
条

各
締
約
国
は、

日
本
国
の
施
政
の
下
に
あ
る
領
域
に
お
け
る、

い
ず
れ
か
一

方
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が、

自
国
の
平
和
及
び
安
全
を
危
う
く
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
認
め、

自
国
の
憲
法
上
の
規
定
及
び
手
続
き
に
従
っ
て
共
通
の
危
険
に
対
処
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る。
（
後
略）

第
六
条

日
本
国
の
安
全
に
寄
与
し、

並
び
に
桓
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
た
め、

海
軍
が
日
本
国
に
お
い
て
施
設
及
び
区
域
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る。
（
後
略）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は、

そ
の
陸
軍、

空
軍
及
び

日
本
国
憲
法
と
日
米
安
全
保
障
条
約
に
関
す
る
著
者
の
考
え
を、
「
押
し
つ
け」

を
キ
1
概
念
と
し
て
説
明
し、

そ
れ
に
対
す
る
あ
な
た
の

意
見
を
述
べ
な
さ
い
。

必
要
に
応
じ
て
参
考
資
料
を
活
用
し
て
も
よ
い
。
（
七
0
0
字
以
内）

-13-




